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研究成果の概要：「ユーラシアの神話の道」「海洋神話」につづき、主として天空の神話を世界

神話においてしらべて比較し、そこから各文化の世界観、すなわちコスモロジーを究明した。

天空神話としては日月、風、星辰、それに「天界」の神話をとりあげた。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
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２００８年度 9,000,000 2,700,000 11,700,000 

  年度  

総 計 35,430,000 10,520,000 45,950,000 
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 １．研究開始当初の背景 
２．研究の目的 インド・ヨーロッパ神話がユーラシア全域に

分布しているという認識にくわえ、日本神話
もその影響をうけているという仮説があっ
た。ほかにオセアニア、シベリア、アメリカ
などにも共通の神話要素があるとみなされ
ていた。ただし吉田敦彦による先駆的研究以
外、日本とインド・ヨーロッパ神話との比較
研究の集積はすくなかった。海洋神話の比較
においてはそれまでの科研研究「海洋神話の
比較」があり、それをまとめた「世界の洪水
神話」も刊行されていたが、天空神話はとり
あげられていなかった。フランスの研究者た
ちとの連携がたもたれていたので、それをも
とにして比較研究を行う基盤ができていた。 

世界の神話の形成において日本もふくめた
広域の移動、分布、影響があったという仮説
を比較研究によって論証することをめざし
た。とりわけ、太陽、月、星など共通の形象
をあつかう神話において、説話構造の共通性
をふまえ、伝播の可能性をさぐることを目し
た。とくに類似の神話を世界各地にもとめ、
比較例を集積し、たとえばスバルを世界各地
でどのような名前で呼び、どのような神話が
形成されているかをできうるかぎりしらべ
ようとした。また、そこから世界各地の世界
観、宗教観についての考察にもおよぶことを
予定した。 



 
３．研究の方法 
日月、風、鳥、星などの神話を中国、メソポ
タミア以来の世界各地に求め、その起源説明
神話などを比較し、対応する神話素の欠落す
る文化においては、それを共通の神話体系の
なかにおいて補完する方法をとった。神話の
比較と分析においてはデュメジルとレヴィ
＝ストロースの方法を援用した。日本と中国
の比較においては伊藤清司の先駆的研究に
したがった。それぞれの連携研究者がそれぞ
れのフィールド（沖縄、インド、韓国、フラ
ンス、トルコ、オリエント、ロシア）へ赴き、
調査をかさね、その成果をもちよって毎年二
回のシンポジウムで世界神話のつきあわせ
を行った。 
 
４．研究成果 
大気圏内の気象現象（風、嵐など）の神話、
日月、星辰の神話について、世界神話の比較
の結果、従来、欠如しているとみられた神話
の掘り起こしがなされた。 
まず、世界的に月信仰があり、それが太陽信
仰にとって代わられる様相があきらかにな
り、複数の太陽を射落とす神話の共通性も確
認された。天空世界と地上世界の交通手段と
しての鳥船神話が、鳥の神話の比較や、日本
の弥生時代の出土品の文様の分析などによ
って世界に共通することがわかり、星につい
てはロシアや日本には星神話が乏しいとい
う従来の通説を訂正することができた。伊勢
にもともと明星が降下してアマテラスにな
ったという伝承があったこと、あるいは伊勢
神宮儀式帳にスバル女信仰についての記述
があることなど、貴重な発見があり、その伝
承の世界神話内での正統性は世界の明星降
下伝承やスバル伝承と比較して確認された。
ほかに雷神信仰と鍛冶神信仰の接続を神話
的にあとづけたことなども本研究の成果で
ある。 
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